
この本、読んでみませんか？  （図書委員 なるみさんおすすめ） 

『狐霊の檻』  廣嶋玲子：著 

 この物語の主人公、千代は阿豪という一族に買われ、山のふもとにある阿豪屋敷へと案内されます。千代の仕事

は、阿豪屋敷の離れにいるお守り様に清めの酒をのませること。お守り様というのは、八歳位の美しい少女の姿を

していますが、人嫌いで千代とも話そうとはしません。千代が離れに行かされて九回目のこと。お守り様が名前を

話してくれます。予想を超える展開とともに、阿豪屋敷とお守り様の秘密も明らかになっていきます。 

 

 

  

 

 

新しい年が始まりました。皆さんは、気持ちを新たにして良いスタートがきれたでしょうか？ 今年もさまざ

まなことに挑戦して、楽しい一年にしましょう。そして、「素敵な本との出会い」もありますように！ 

 

 

 

 

🐅『ウスリートラを追って シベリア 5年間の撮影記録』 福田俊司：著 

 動物写真家の著者が、世界で初めてシベリアに住むウスリートラ（シベリアトラ）の撮影に成功するまで

の５年間の記録です。シベリアの厳しくも豊かな大自然の中で、現地のロシア人に協力してもらいながら出

会うことのできたウスリートラの美しさを、皆さんもぜひ見てください。 

🐅『こちら B組探偵団⑦ 虎よ、にげろ』 ステファン＝ボルフ：作 池田香代子：訳 

 サーカス団の倒産で行き場を無くした動物達を見に、ビリーとティムとカールは町外れの空き家に行き

ます。しかし猛獣使いとベンガルトラのナプーアが行方不明だと知り、探しに行きます。ナプーアは近くの

森に放されていました。その森は、ビリー達の女の友達がキャンプをしている場所だったのです。 

🐅『超短編小説で読むいきもの図鑑 54字の物語 ZOO』 氏田雄介：編著 

 トラが登場する物語は、十二支について語られています。十二支の中で実在しない動物は何か、皆さんは

わかりますか？ 答えは、辰（龍）です。しかし、この本の物語では他にもいるようです。 

54字で語られる不思議な世界へ、一緒に飛び込んでみましょう。 

 

  

 

📖717『海底美術館』 ジェイソン・デカイレス・テイラー、 

                     ジェームズ・バクストン：著 

 カリブ海の底に静かに佇む彫刻作品。それは環境破壊が進んだ海を元の海に 

戻すために作られました。時間とともに海に馴染んだ人工物は、サンゴの成長を促し、魚達の生活場所と 

なっていきます。自然と融合した不思議な作品を、美しい写真でぜひ堪能してください。 

📖756『日本刀の科学 武器としての合理性と機能美に科学で迫る』 臺丸谷政志：著 

 日本刀は元々、日本固有の武器でしたが、現代では美術工芸品の一つとされています。工学の視点から作

刀技術を、武器としての機能性を力学や科学技術という観点から解説した、初心者向けの専門書です。 

📖780『歴史を変えた 50人の女性アスリートたち』 レイチェル・イグノトフスキー：著 

「スポーツは豊かな白人男性がするものだ」という時代に、世の中の「ふつう」を変える勇気を持ち、「や

ってみたい！」というあふれる好奇心を行動にうつした女性たちの物語です。 
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今年は寅年 ～トラの出てくる本～ 

1月の紹介本は 7類です。 
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